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|【放射能ミニ特集】|

東日本における農地土壌の放射性セシウム濃度分布

A Distribution ofRadio Cesium Concentration in Farmland soil in Eastem Japan 

神山和則*・高田裕介*・小原 洋*・谷山一郎**・斎藤 隆***

Kazunori Kohyama， Yusuke Takata， Hiroshi Obara， Ichiro Taniyama and Takashi Saito 

1 .はじめに

2011年3月 11日に発生した東京電力福島第一原子力発電所(福島第一原発)の事故に伴い、

放射性物質が大気中に放出された。その影響を明らかにするため、農地においては2011年 5"""'

8月にわたって土壌中の放射性セシウム濃度(以後、セシウムを Csと記す)の調査を行い、そ

の分布図を作成した(神山ら 2013)0その後、 2011年 10月から 2012年2月にかけて対象地域

を広げ、調査地点数を増やした土壌調査を行った。これにより詳細な放射性 Cs濃度分布図を

作成した。

2. 放射性Cs濃度分布の概要

本調査は、岩手県、宮城県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、

東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県の農地を対象に行った。都県別の調査地

点数と測定された土壌の放射性Cs濃度の範囲をまとめ表 lに示した。全調査地点 3423地点の

うちの約 3分の 2の2247地点が福島県に位置する。これらの調査結果と文部科学省が作成した

航空機モニタリングによる空間線量率の分布図を用いて農地土壌の放射性 Cs濃度分布を推定

した。さらに、推定誤差の空間変動解析を行うことで誤差を小さくした分布図を作成し、 2012

年3月に公表した(図 1) 0 

2011年 8月に公表した分布図(神山ら 2013)よりも調査地点数が増えたことにより、警戒区

域内に土壌中の放射性Cs濃度が 50000Bq/kgを超える農地があること、福島第一原発の北側に

は、原発からの距離が近いにもかかわらず放射性 Cs濃度が低い場所があることなどが明らか

になった。この地図に基づいて各都県の放射性 Cs濃度区分別の農地面積を推定した(表 2)0 

この結果、除染の目安となる 5000Bq/kg以上の農地は福島県のみに分布し、田が 5900ha、畑が

3000haで、合計 8900haと推定された。

申農業環境インベントリーセンター，料研究コーディネータ，判事福島県農業総合センター

申Natural Resources Inventory Center，事事PrincipalResearch Coordinator，判事FukushimaAgricu1tural Technology Centre 
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農地土壌中の放射性 

セシウム濃度（Bq/kg)

推定値 実測値 
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県別の放射性Cs濠度区分別の農地分布面積(推定値)表Z

畑(普通畑・樹園地・牧草地)
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放射性c・撞度 (Bqlkg)は2012年 12月28日を基草日とした値.
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また、調査時に測定した空間線量率と土壌の放射性 Cs濃度の関係から農地土壌の放射性 Cs

濃度の簡易推定式を作成した(図 2)。これにより農地の 1m高さの空間線量率を測定し、農地

の地域・土地利用・土壌の種類を決定することでおおよその土壌の放射性 Cs濃度を推定するこ

とが可能となった。

グループ a推定式 グループ 推定式

A Y=321OX E Y=2760X-139 

B Y=2120X F Y=321OX 鉛

C Y=2790X G Y=321OX-47 

D Y= 1630X H Y=321OXー75

Y= 1360X 

J Y=800X 

Y;土壌中の放射性c.濃度 (Bqlkg乾土)、 X;1m高さの空間線量串(μSv.血)

図2 農地土壌中の放射性Cs濃度の簡易推定式

1規制区域は事故当初に設定されたもの

2 黒ポク土 黒ポク土、多湿黒ポク土、黒ポクグライ土

非黒ポク土:岩屑土、砂丘未熟土、褐色森林土、灰色台地土、グライ台地土、赤色土、黄色土、暗赤色土、褐色
低地士、灰色低地士、グライ士、暴泥士、泥炭士

a推定値は調査時のデータに基づく。放射性c.の物理減衰等があるため、これらの推定式に現在の空間線量率を適
用しても現在の放射性c.漉度を推定することはできない.
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